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研究成果を広く社会に問う場として、特別な重要性をもっています。学生が課程在学中に掲載することのできる論文は一本のみ。本紀要掲載（または掲載見込み）論文のあることが、本学大学院に課程博士の学位請求論文を提出する際の必要条件となります。年一回の刊行を重ね、本号で第三十六号となりました。今回の投稿は七本、指導教員の指導に加え指導教員以外の査読委員の厳正な審査を経て、 こに公表されることとなりました。執筆者本人の努力に敬意 表するとともに、指導教員および査読等ご尽力いただきました関係方々に心より感謝申し上げます。さらにこの研究が課程博士論文 て実を結ぶことを願っ やみません
大谷大学大学院文学研究科長
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